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【研究の背景・目的】 

住宅の健康への影響に関しては、世界保健機関
WHO の報告書を始め、多くの書籍・論文にまとめら
れており、住宅の寒さによる健康全般への影響、メ
ンタルヘルスへの影響、空気質・ダンプネスによる
呼吸器疾患への影響など住宅と健康に関する研究は
特にイギリス、ニュージーランドで進んできた。し
かしそれらの既往研究の多くが主観指標による評価
であるため、実測に基づく客観的エビデンスが必要
と示唆されている。一方、気候変動に関する政府間
パネル（IPCC）第 5 次・第 3 作業部会報告書の第 9
章では、健康性、知的生産性のコ・ベネフィットの
可視化が建築部門の低炭素化推進に有効であること
と指摘している。このため本研究では、断熱性能な
どの住環境改善が脳・循環器・呼吸器・運動器に及
ぼす影響に関する科学的根拠を獲得すること。さら
に、住環境改善による疾病・介護予防便益評価手法
の確立を目的とする。 
 

【研究の方法】 
研究方法の概要を図１に示す。 

図１住環境が健康に及ぼす影響の研究方法の概要 
 

STEP1. ベースライン調査 
研究チームは、これまで国、自治体、企業、住民

との良好な関係のもとに、さまざまな住環境が、幼
児から高齢者まで幅広い年齢層の住民の健康指標に
与える影響に関するベースライン調査を拡充する。 
 

STEP2. コホート・介入調査 
 STEP1 のベースライン調査対象者について、数
年後のコホート調査、新築・改修による住環境改善
の介入調査を行う。 
STEP3. 住環境改善による疾病・介護予防便益評価 
 STEP2 の研究成果と公的統計データの原票デー
タを組み合わせ、住環境改善による疾病・介護予防
便益評価を１世帯あたりで行うほか、全国及び基礎
自治体毎の中長期予測を行う。 
 
表１ 建築学・医学共同研究チーム 

 
【期待される成果と意義】 
 本研究は、表１に示す建築学、医学の専門家が国・
自治体・企業・住民と連携して、日常生活での住環
境測定、血圧・活動量・睡眠等の健康データ測定を
大規模に行う点に特徴がある。本研究の成果は個人
の住環境改善のインセンティブになるだけでなく、
国・自治体の住環境・健康政策の基礎資料となり、
超高齢社会を迎える中でより良い住環境の創出に貢
献する点に学術的・社会的意義がある。 
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